
各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

予
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

新
庁
舎
建
設
予
定
地
の
地
歴
調
査
、

保
育
士
の
宿
舎
借
上
補
助
な
ど
、
市

民
の
生
活
に
密
着
す
る
予
算
が
組
ま

れ
て
い
る
点
は
賛
成
で
あ
る
。
し
か

し
、
小
・
中
学
校
の
事
務
の
共
同
実

施
化
に
つ
い
て
は
、
現
場
で
の
協
議

が
行
わ
れ
ず
、
副
校
長
の
負
担
軽
減

の
根
拠
も
不
明
の
ま
ま
予
算
が
計
上

さ
れ
た
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、

市
庁
舎
と
新
福
祉
会
館
建
設
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ
た
が
、
内
容
も

含
め
て
不
透
明
で
あ
る
。
市
民
の
生

活
を
守
り
な
が
ら
、
清
掃
関
連
施
設
、

新
福
祉
会
館
な
ど
優
先
順
位
を
明
確

に
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

遠
藤
百
合
子
（
自
民
党
小
金
井
）

賛
成
の
理
由
は
次
の
と
お
り
。
❶

庁
舎
建
設
予
定
地
地
歴
調
査
委
託
料

と
し
て
、
東
京
都
土
壌
汚
染
対
策
指

針
に
基
づ
き
庁
舎
建
設
予
定
地
を
調

査
し
、
予
定
地
の
土
壌
汚
染
の
恐
れ

の
有
無
を
確
認
す
る
費
用
が
計
上
さ

れ
て
い
る
こ
と
。
❷
平
成
29
年
４
月

に
貫
井
北
町
二
丁
目
に
45
区
画
の
市

民
農
園
の
造
成
が
計
画
さ
れ
、
そ
の

造
成
工
事
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
❸
貫
井
北
町
二
丁
目
に
平
成
29

年
４
月
開
園
予
定
で
あ
る
、
認
知
症

高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
施
設
建

設
の
費
用
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

林　

倫
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

学
校
事
務
の
共
同
実
施
に
係
る
経

費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
事
務
の
効

率
化
、
事
務
員
の
育
成
、
副
校
長
の

多
忙
化
の
解
消
と
い
う
が
、
事
務
分

担
の
振
り
分
け
は
遅
れ
て
お
り
、
場

合
に
よ
っ
て
市
教
育
委
員
会
が
引
継

ぎ
や
対
応
に
入
る
と
の
答
弁
も
あ
り
、

十
分
な
検
討
も
な
い
ま
ま
計
上
し
て

い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
拙
速

な
共
同
実
施
は
行
わ
な
い
こ
と
を
求

め
る
。
期
日
前
投
票
所
増
設
は
、
陳

情
の
結
果
と
評
価
す
る
。
庁
舎
建
設

予
定
地
測
量
と
地
歴
調
査
の
委
託
料

は
、
庁
舎
建
設
に
向
け
て
の
一
歩
を

踏
み
出
し
た
と
受
け
止
め
た
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

坂
井
え
つ
子
（
緑
・
市
民
自
治
）

小
金
井
市
初
の
期
日
前
投
票
所
増

設
な
ど
必
要
な
事
業
も
多
い
た
め
賛

成
し
た
か
っ
た
が
、
学
校
事
務
の
共

同
実
施
に
つ
き
、
児
童
・
生
徒
に
関

わ
る
分
野
で
明
確
な
答
弁
を
得
ら
れ

な
い
の
で
は
賛
成
で
き
な
い
。
議
会

へ
の
報
告
が
な
い
ま
ま
の
予
算
化
は

遺
憾
で
あ
り
、
今
後
は
適
宜
、
報
告

を
求
め
る
。
ま
た
、
庁
舎
問
題
の
早

期
解
決
に
向
け
た
予
算
措
置
は
一
歩

前
進
し
、
市
長
報
告
も
評
価
す
る
が
、

市
長
就
任
か
ら
１
年
経
っ
た
今
も
ビ

ジ
ョ
ン
が
見
え
な
い
。
福
祉
会
館
の

建
設
場
所
や
、
代
替
場
所
の
確
保
案
、

市
民
参
加
の
手
法
の
報
告
も
求
め
る
。

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
大
三
（
リ
ベ
ラ
ル
保
守
）

市
議
選
や
市
長
選
の
ポ
ス
タ
ー
印

刷
代
、
選
挙
カ
ー
借
上
げ
代
、
ビ
ラ

印
刷
代
等
の
公
費
負
担
限
度
額
の
引

上
げ
は
不
要
で
あ
る
。
前
回
の
市
議

選
（
平
成
25
年
）
で
は
、
限
度
額
め

い
っ
ぱ
い
ま
で
請
求
し
た
候
補
者
は

わ
ず
か
で
あ
り
、
現
在
の
額
で
十
分

す
ぎ
る
。
公
費
助
成
の
趣
旨
は
「
必

要
」
経
費
を
補
助
す
る
こ
と
で
あ
り
、

必
要
以
上
に
税
金
を
投
入
す
る
事
態

を
招
き
か
ね
な
い
条
例
改
正
は
害
悪

で
し
か
な
い
。
満
額
を
手
中
に
し
た

い
候
補
者
が
、
不
正
請
求
を
し
て
税

金
を
だ
ま
し
取
る
事
件
を
起
こ
す
可

能
性
も
懸
念
さ
れ
る
。

　

12
月
１
日
の
本
会
議
に
お
い
て
総

務
企
画
委
員
会
（
関
根
優
司
委
員

長
）
に
付
託
し
、
12
月
14
日
の
委
員

会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

本
条
例
は
、
公
職
選
挙
法
施
行
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
施
行
に

伴
い
、
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用

等
に
要
す
る
経
費
の
限
度
額
や
、
ビ

ラ
や
ポ
ス
タ
ー
作
成
の
公
費
負
担
額

の
引
上
げ
等
を
行
う
も
の
で
す
。

　

12
月
22
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

　

12
月
８
日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

算
特
別
委
員
会
（
中
山
克
己
委
員

長
）
に
付
託
し
、
12
月
15
日
、
21
日

の
計
２
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

予
算
の
主
な
内
容
は
、
給
与
改
定

に
伴
う
「
職
員
人
件
費
」（
53
万
１

千
円
）、
還
付
金
の
支
出
に
伴
う

「
保
険
税
等
の
還
付
に
要
す
る
経

費
」（
284
万
円
）
な
ど
で
す
。

　

12
月
22
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

中
山
克
己
（
自
民
党
小
金
井
）

市
職
員
ボ
ー
ナ
ス
引
上
げ
議
案
に

反
対
し
た
関
係
か
ら
予
算
特
別
委
員

会
で
、
そ
の
議
案
に
連
動
す
る
本
予

算
に
反
対
し
た
。
し
か
し
、
本
予
算

に
含
ま
れ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
被

保
険
者
へ
の
還
付
金
は
、
対
象
者
が

多
く
、
12
月
末
で
予
算
が
不
足
す
る

見
込
み
と
な
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
の
義
務
的
経
費
は
や
み
く
も
に
予

算
措
置
す
る
の
で
は
な
く
還
付
状
況

に
応
じ
て
随
時
、
増
額
の
承
認
を
し

て
き
た
。
関
連
議
案
の
否
決
で
実
質
、

ボ
ー
ナ
ス
引
上
げ
を
執
行
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
市
民
に
影
響
が
出
な
い

よ
う
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

一
般
会
計
補
正
予
算
の
審
査
で
指

摘
し
反
対
を
し
た
が
、
職
員
給
与
増

額
の
た
め
の
財
源
の
み
で
は
な
く
、

国
民
健
康
保
険
税
の
還
付
金
が
含
ま

れ
て
い
る
。
還
付
金
は
、
加
入
期
間

の
変
更
な
ど
に
よ
り
納
め
過
ぎ
と
な

っ
た
国
民
健
康
保
険
税
を
被
保
険
者

で
あ
る
市
民
に
返
金
し
な
け
れ
ば
な

　

12
月
8
日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

算
特
別
委
員
会
（
中
山
克
己
委
員

長
）
に
付
託
し
、
12
月
15
日
、
21
日

の
計
２
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

予
算
の
主
な
内
容
は
、
給
与
改
定

に
伴
う
「
職
員
人
件
費
」（
２
千
17

万
４
千
円
）、
東
小
金
井
南
第
３
自

転
車
駐
車
場
撤
去
工
事
に
伴
う
「
自

転
車
対
策
に
要
す
る
経
費
」（
２
千

30
万
４
千
円
）
な
ど
で
す
。

　

12
月
22
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

露
口
哲
治
（
小
金
井
自
民
）

市
の
財
政
調
整
基
金
か
ら
約
２
千

万
円
を
取
り
崩
し
、
給
与
増
額
に
充

て
て
い
る
。
市
の
平
成
26
年
度
人
件

費
比
率
は
多
摩
26
市
平
均
や
類
似
団

体
と
比
べ
て
最
も
高
い
。
給
与
影
響

額
と
し
て
平
成
28
年
度
は
約
７
千
200

万
円
増
額
と
な
る
。
人
件
費
削
減
案

と
し
て
、
副
市
長
及
び
教
育
長
の
給

料
を
５
％
引
き
下
げ
る
こ
と
を
提
案

し
た
が
、
今
回
の
ボ
ー
ナ
ス
に
は
影

本
条
例
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

賛
成
の
理
由
は
次
の
と
お
り
。
❶

職
員
の
労
働
条
件
は
労
使
合
意
で
決

め
る
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
議
会
は

そ
れ
を
尊
重
す
る
立
場
で
あ
る
た
め
。

❷
市
政
運
営
の
責
任
を
職
員
の
責
任

に
転
嫁
す
べ
き
で
は
な
く
、
給
与
は

大
き
く
減
額
さ
れ
て
お
り
市
財
政
に

貢
献
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
た
め
。

❸
公
務
員
の
労
働
条
件
の
引
下
げ
は
、

民
間
に
も
影
響
を
与
え
、
結
局
低
い

方
に
基
準
を
下
げ
て
い
く
こ
と
に
な

る
た
め
。
最
低
賃
金
の
引
上
げ
な
ど

労
働
条
件
の
改
善
に
力
を
合
わ
せ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

湯
沢
綾
子
（
自
民
党
小
金
井
）

新
庁
舎
・
新
福
祉
会
館
の
建
設
や

待
機
児
童
の
解
消
に
つ
い
て
見
通
し

が
立
た
な
い
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず

職
員
の
ボ
ー
ナ
ス
を
引
き
上
げ
る
の

で
は
、
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
。

職
員
数
を
削
減
し
て
少
数
精
鋭
の
体

制
を
心
が
け
る
こ
と
と
、
長
期
的
な

展
望
に
立
っ
た
財
政
計
画
を
示
す
こ

と
を
要
望
し
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も

全
く
達
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
人
事
委

員
会
勧
告
に
反
す
る
結
論
を
出
す
の

は
難
し
い
判
断
で
あ
る
が
、
市
を
心

配
す
る
声
と
受
け
止
め
、
市
民
に
も

職
員
に
も
不
安
を
抱
か
せ
な
い
財
政

運
営
に
努
め
て
ほ
し
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�
鈴
木
成
夫
（
市
議
会
民
進
党
）

単
な
る
給
与
の
引
上
げ
で
は
な
く
、

市
議
会
が
市
職
員
を
人
財
か
、
そ
れ

と
も
負
債
と
捉
え
る
の
か
が
問
わ
れ

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

片
山　

薫
（
緑
・
市
民
自
治
）

労
働
争
議
権
の
な
い
市
職
員
の
給

与
に
関
し
て
、
東
京
都
や
国
の
勧
告

に
準
じ
て
見
直
し
を
す
る
、
と
い
う

現
在
の
制
度
に
つ
い
て
、
全
く
不
合

理
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
勧
告

し
た
人
件
費
を
東
京
都
や
国
が
補
填

せ
ず
、
各
自
治
体
の
一
般
会
計
か
ら

の
持
ち
出
し
と
な
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
財
政
事
情
に
応
じ
て
の
検
討
が
必

要
で
あ
る
。
非
正
規
職
員
の
待
遇
改

善
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
安
定
し
た

雇
用
体
制
を
整
え
、
賃
金
と
仕
事
の

両
方
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

審
議
し
た
主
な
議
案

平
成
28
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
回
）

小
金
井
市
議
会
議
員
及
び
小
金

井
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選

挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
28
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
回
）

平
成
２８
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
回
）

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

て
い
る
。
将
来
に
わ
た
り
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
担
う
優
秀
な
人
財
を
確
保
で

き
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
勧
告
を
無

視
す
る
市
議
会
が
、
将
来
小
金
井
市

に
就
職
を
希
望
す
る
若
者
に
与
え
る

影
響
の
大
き
さ
を
考
え
る
べ
き
。
今

後
も
難
し
い
市
政
運
営
を
求
め
ら
れ

る
当
市
で
は
、
覇
気
あ
る
優
秀
な
職

員
が
必
要
で
、
本
議
案
は
市
政
の
課

題
解
決
の
た
め
の
必
要
最
低
限
の
経

費
と
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

こ
の
提
案
は
、
３
年
間
で
６
千
400

万
円
の
歳
出
増
と
な
る
も
の
。
市
は

市
庁
舎
と
福
祉
会
館
建
設
を
始
め
と

す
る
大
型
事
業
を
提
案
し
て
お
き
な

が
ら
、
今
後
５
年
間
、
10
年
間
の
財

政
計
画
を
示
す
べ
き
と
い
う
指
摘
に

応
え
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
行
財

政
改
革
を
訴
え
て
当
選
し
た
市
長
だ

が
、
民
間
委
託
か
ら
直
営
化
へ
の
変

更
、
正
規
職
員
の
増
員
な
ど
の
決
断

が
あ
り
、
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て

い
る
と
は
と
て
も
言
い
難
い
も
の
が

あ
る
。
市
政
運
営
に
警
鐘
を
鳴
ら
す

た
め
、
人
件
費
の
増
大
に
つ
な
が
る

本
議
案
に
は
反
対
す
る
。

ら
な
い
も
の
で
、
義
務
費
に
相
当
す

る
。
市
は
、
こ
の
還
付
金
に
つ
い
て
、

被
保
険
者
で
あ
る
市
民
に
対
し
、
速

や
か
に
対
応
す
る
責
任
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
議
案
に
賛
成
す
る
。

響
し
な
い
よ
う
平
成
29
年
か
ら
の
施

行
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
庁
舎
、

福
祉
会
館
建
設
、
清
掃
関
連
施
設
整

備
、
可
燃
ご
み
処
理
施
設
建
設
等
多

額
の
財
源
需
要
は
計
り
知
れ
な
い
。

選
挙
管
理
委
員
及
び
同
補
充
員
の

選
挙
を
12
月
22
日
に
行
い
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
に
は
、
市
間
博
氏
、

永
並
讓
氏
、
池
田
祥
子
氏
、
井
塚
忍

男
氏
の
４
人
が
当
選
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
補
充
員
に
は
、
第
１
順

位
と
し
て
小
沼
廣
和
氏
、
第
２
順
位

と
し
て
久
保
治
雄
氏
、
第
３
順
位
と

し
て
河
合
賀
代
氏
、
第
４
順
位
と
し

て
佐
々
木
勇
氏
が
当
選
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

吹
春
や
す
た
か
（
自
民
党
小
金
井
）

団
員
不
足
解
消
の
た
め
、
山
梨
県

甲
斐
市
の
取
組
を
参
考
に
提
案
し
て

い
る
。
し
か
し
次
の
理
由
に
よ
り
反

対
す
る
。
❶
甲
斐
市
職
員
の
市
内
在

住
率
は
83
％
で
あ
る
が
、
小
金
井
市

は
３
割
を
切
っ
て
い
る
た
め
。
❷
甲

斐
市
職
員
採
用
試
験
案
内
に
は
市
内

住
民
登
録
を
有
す
る
人
に
限
る
住
所

要
件
が
明
記
さ
れ
、
小
金
井
市
で
同

じ
要
件
を
設
定
し
た
場
合
、
今
後
の

市
職
員
の
採
用
状
況
に
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
。
❸
入

団
に
関
し
て
は
、
よ
り
慎
重
か
つ
丁

寧
に
対
応
す
べ
き
と
考
え
る
た
め
。

新
入
職
員
を
消
防
団
に
研
修
配
属

す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書

シ
ャ
ト
ー
小
金
井
建
替
え
の

行
政
協
議
に
関
す
る
陳
情
書

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

百
瀬
和
浩
（
リ
ベ
ラ
ル
保
守
）

こ
の
陳
情
書
は
、
本
町
暫
定
庁
舎

敷
地
に
隣
接
す
る
大
型
共
同
住
宅
の

管
理
組
合
法
人
が
、
同
じ
街
区
を
所

有
す
る
市
に
対
し
て
「
地
区
計
画
」

に
定
め
ら
れ
た
当
該
地
区
の
目
的
を

合
理
的
か
つ
効
果
的
に
達
成
す
る
た

め
に
、
今
後
も
対
等
に
協
議
を
行
う

場
を
設
け
る
こ
と
を
求
め
た
も
の
で

あ
る
。
現
時
点
で
陳
情
者
、
市
双
方

の
具
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
は
、

必
ず
し
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い

が
、
今
後
も
双
方
が
知
恵
を
出
し
合

い
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
が
進
展

す
る
こ
と
を
願
い
、
賛
成
す
る
。

選
挙
管
理
委
員
・

選
挙
管
理
委
員
補
充
員
を
選
挙
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